
○岡田議長 次に、塚田議員。

〔塚田議員質問席へ〕

○塚 田議 員 皆 さん 、 こんに ちは 。市 民の声 なし で米子 の未 来発

展な し、 蒼生会 、仏 の 塚田、 塚田 佳充 でござ いま す。少 しず つ暖

かさ を感 じるこ とが で きるよ うに なり ました 。つ いせん だっ てま

では 、寒 過ぎて 、肩 を 狭めて 、下 ばか り見て いま したが 、ふ と見

上げ れば 、桜の つぼ み が膨ら んで いる のに気 づく ように なり まし

た。 とい うのも 、ま だ まだ寒 い３ 月で すので 、皆 様、体 調管 理大

丈夫 でし ょうか 。体 調 管理と いえ ば、 もうす ぐ春 の選抜 高校 野球

大会 が始 まりま す。 我 が母校 の米 子松 蔭高校 も出 場いた しま す。

選手 たち の熱い 熱い 戦 いに期 待に 胸が 膨らむ ばか りです が、 体調

管理 をし っかり 整え て 臨んで ほし いと 思って おり ます。 選抜 高校

野球 大会 出場は ２回 目 という こと で、 １回目 は私 も出て いま す。

あれ から ３３年 、ど こ かで聞 いた こと あるよ うな フレー ズの よう

な気 がし ますが 、３ ３ 年もた った んだ なと改 めて 実感い たし まし

た。 本日 、先ほ ど抽 せ ん会が 行わ れま して、 初日 の第２ 試合 目を

引か れま して、 対戦 校 が花巻 東高 校と いうこ とに 決まり まし た。

ぜひ とも 花巻東 高校 に 勝って 、弾 みを つけて 、日 本一を 目指 して

頑張れと、野球を楽しめとエールを送りたいと思います。

さ て、 今定例 会に お きまし て、 大要 ３点質 問し てまい りま すの

で、 市長 並びに 当局 の 皆様に は建 設的 な答弁 をよ ろしく お願 いい

たします。

まず、１点目、部活動改革についてです。

こ の議 場でも 何度 か 部活動 地域 移行 につい ては 議論さ れて きま

した 。こ の話が 出た 当 初、何 をど うし ていけ ばい いのか 分か らな



い手 探り 状態な のに 前 に進め なけ れば ならな い。 そして 、令 和８

年度 には 、部活 動地 域 移行の 方向 性を 市民に 示し ていか なけ れば

なら ない 中、部 活動 の 現場関 係者 も当 局も、 右も 左も分 から ない

まま ばた ばたし た２ 年 間が過 ぎよ うと してい ます 。この ２年 間を

振り 返っ てでは ない で すが、 令和 ８年 度に向 けて の取組 につ いて、

国の方針と本市の取組について伺いたいと思います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 部 活動 改革に つい ての国 の方 針と、

それ と本 市の取 組に つ いてお 答え させ ていた だき たいと 思い ます。

まず 、国 が示し ます 現 行のガ イド ライ ンにお きま しては 、令 和５

年度 から 令和７ 年度 ま での３ 年間 を改 革推進 期間 と位置 づけ てお

りま す。 本市と いた し まして は、 令和 ４年度 から 米子市 版部 活動

の在 り方 協議会 を計 ８ 回開催 いた しま して、 本市 の方向 性を 協議

しな がら 、並行 して 人 材バン クを 立ち 上げて 、部 活動指 導員 を積

極的 に配 置した りで す とか、 合同 部活 動型部 活動 を実施 した りす

るな ど、 部活動 の地 域 連携を 推進 して いると ころ でござ いま す。

その よう な中で ござ い ますけ れど も、 令和６ 年１ ２月に 、国 から

地域 スポ ーツ・ 文化 芸 術創造 と部 活動 改革に 関す る実行 会議 の中

間取 りま とめと いう も のが示 され まし た。そ の内 容につ きま して

は、 次期 改革期 間を 令 和８年 度か ら令 和１３ 年度 の６年 間と して

設定 し、 休日に つい て は、次 期改 革期 間内に 、原 則とし て、 全て

の学 校部 活動に おい て 地域展 開の 実現 を目指 すと いうも ので ござ

いま す。 本市に おき ま しては 、令 和７ 年度以 降も 国のガ イド ライ

ンや 新た な方針 を参 考 にしな がら 、地 域展開 に向 けた課 題解 消に

取り 組み 、引き 続き 部 活動改 革を 推進 してま いる 所存で ござ いま



す。以上です。

○岡田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 あ りが と うござ いま す。 もとも と国 がこの 制度 を始

めた のは 、中学 校教 諭 の働き 方改 革が 根底に ある んだと 私は 思っ

てい ます 。それ で、 令 和５年 度か ら令 和７年 度ま で３年 間を 改革

推進 期間 として 位置 づ けて、 本市 とし ては人 材バ ンクを 立ち 上げ、

指導 者確 保や合 同部 活 動を実 施し たり と取り 組ん でる中 、ま た国

が次 期改 革期間 を令 和 ８年度 から 令和 １３年 度の ６年間 とし て設

定し て、 休日に つい て は、次 期改 革期 間内に 、原 則全て の学 校部

活動 にお いて地 域展 開 の実現 を目 指す と示さ れた という こと です

が、 理解 しまし た。 と いうの も、 休み の日は 部活 動じゃ なく 、地

域の クラ ブで、 平日 は 部活動 でっ てい うこと です よね、 この 内容

から する とです ね、 分 かりま した 。ま だまだ 課題 が山積 みの 中で

すが 、現 在、部 活動 の 指導に 当た って いる教 職員 や指導 者の 今後

について伺いたいと思います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 現 在、 部活動 の指 導に当 たっ てお

りま す教 職員、 指導 者 につい ての 現状 、それ と今 後につ いて お答

えさ せて いただ きま す 。学校 の部 活動 におき まし ては、 教職 員と、

それ から 部活動 指導 員 や外部 指導 者と いった 地域 の方が 指導 に当

たっ てい るとこ ろで ご ざいま す。 今後 につき まし ては、 教職 員以

外の 指導 者の配 置が 充 実した 場合 でご ざいま して も、希 望す る教

職員 につ きまし ては 、 部活動 の指 導を 行って いく ことに なろ うか

と考 えて おりま す。 ま た、休 日の 部活 動が地 域ク ラブに 移行 した

場合 でも 、希望 され る 教職員 につ きま しては 、兼 職兼業 を届 け出



て、 許可 を受け た上 で 、地域 クラ ブの 指導者 とし て従事 する こと

も可能であるという具合に考えております。

○岡田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 分 かり ま した。 希望 する 教職員 は、 兼職兼 業届 け出

すれ ばオ ーケー と、 ボ ランテ ィア では なく、 ちょ っとし た副 業と

いうことですかね、分かりました。

次 に、 種目や 分野 ご とでの 競技 人口 等の状 況は 異なる が、 それ

ぞれの部活動の在り方についての考えを伺いたいと思います。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 種目 や 分野ご との 状況 に応じ た部 活動の 在り 方に

つい ての お尋ね でご ざ います 。本 市で は、こ れま で各学 校が 規模

や状 況に 応じて 部活 動 を設置 し、 単独 で練習 した り、大 会に 参加

した りし てきま した が 、以前 より 生徒 数が減 少し た影響 もあ りま

して 、こ こ数年 、部 員 が足り ない 学校 同士が 合同 で大会 に参 加し

たり 、学 校によ って は 部活動 の数 を減 らして いる ような 状況 でご

ざい ます 。今後 、さ ら なる部 員数 の減 少が進 めば 、さら に合 同チ

ーム が増 えてい くこ と という ふう に予 想をし てお ります 。大 会参

加規 定の 問題は ある ん ですけ れど も、 今後は 、移 動距離 の問 題等

を踏 まえ まして 、ど の ような 枠組 みに してい くか を考え る必 要が

あると考えております。

ま た、 市内に 数校 し かない 部活 動に つきま して は、合 同チ ーム

とな るこ とを想 定し ま して、 例え ば市 全体で 一つ にまと まっ て、

地域 クラ ブとし て活 動 するこ とが 考え られま す。 結果と して 、そ

のク ラブ に参加 する こ とがで きる 生徒 の対象 が全 市に広 がり まし

て、 子ど もの選 択肢 が 増える こと にも なるの では ないか と考 えて



おり ます 。あわ せま し て、現 在、 学校 部活動 にな い種目 につ きま

して は、 多様な ニー ズ に応え ると いう 観点か らも 、関係 団体 等の

皆様 の御 協力を 得な が ら、子 ども の選 択肢の 一つ として 提案 でき

るよ う取 り組ん でい き たいと 考え てお ります 。い ずれに しま して

も、 子ど もを対 象と し たアン ケー トを 今後も 実施 したり 、部 活動

を設 置、 運営す る学 校 や地域 の受 皿と なる関 係団 体等と 協議 しな

がら 、よ りよい 在り 方 となる よう に努 めてい きた いと考 えて おり

ます。

○岡田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 そ うで す ね。課 題の 一つ で移動 の問 題もご ざい ます。

他校 と合 同チー ムな ら 、一緒 に練 習す るとき の移 動は自 転車 なの

か。 自転 車移動 中の 事 故だと か、 車で 移動中 の事 故の責 任の 所在

など など ありま す。 課 題が出 たら 、そ の課題 を一 つずつ 解決 して

いく しか ないと 私も 思 います 。先 ほど また、 市内 に数校 しか ない

部活 動に ついて は合 同 チーム とな るこ とを想 定し 、本市 全体 で一

つに まと まって 地域 ク ラブと して 活動 するこ とも 考えら れる と答

弁い ただ きまし た。 あ と学校 の部 活動 にない 種目 につい ては 、多

様な ニー ズ、応 える と いう観 点も ある という こと を答弁 もら いま

した が、 提案で すが 、 今やメ ジャ ース ポーツ にな ってま す野 球や

サッ カー も合同 チー ム となっ てい る現 状があ りま す。そ こで 、本

市が 主体 となっ た複 合 型公認 部活 動制 度をつ くっ てみて はい かが

でし ょう か。民 間連 携 でもい いと 思い ます。 新し くでき る米 子ア

リー ナを 拠点に 野球 場 、ソフ トボ ール 、サッ カー 、ラグ ビー 場、

陸上 競技 場、プ ール な ど、多 様な ニー ズに応 えれ るなら 、ア リー

ナ内 でｅ スポー ツ部 や プログ ラミ ング 部とい った 部活を つく るの



もい いと 思いま す。 東 山プロ ジェ クト という 名づ けでで もい いと

思い ます 。この 先、 令 和１３ 年度 を見 据えて 考え てみて はい かが

でし ょう か。専 門ス ポ ーツを 教え たく て中学 校の 先生の 道を 選ん

だ方 もい ます。 そう い った先 生の 受皿 にもな りま すし、 何と いっ

ても 子ど もたち の受 皿 となり ます 。保 護者の 方も クラブ チー ムは

費用 がか かるか ら行 か せられ ない とい う方も おら れます が、 本市

主体 の部 活なら 、安 価 で安心 して 通わ せるこ とが できる かも しれ

ない と。 いずれ にし て も、子 ども を対 象にア ンケ ートを 実施 する

とあ りま したが 、ぜ ひ 保護者 対象 のア ンケー トも お願い いた しま

す。 保護 者目線 が、 見 守る目 線が 本市 の目線 に近 いと思 いま すの

で、よろしくお願いいたします。

次 に、 保護者 の方 々 からの 質問 で多 かった 、ス トレー トな 質問

をし たい と思い ます 。 ストレ ート で言 います けど も、部 活動 はそ

もそもなくなってしまうのかということを伺いたいと思います。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 部活 動 が今後 なく なる のかと のお 尋ねで ござ いま

す。 部活 動は、 教育 課 程外で はあ りま すけれ ども 、学校 教育 活動

の一 つで ござい ます 。 本市に おき まし ては、 現在 、子ど もの 活動

機会 を確 保する とい う 観点か ら、 まず は、学 校部 活動の 中に 外部

人材 を配 置する など の 地域連 携を 行っ ており ます 。今後 は国 の方

針等 を参 考にし なが ら 、休日 の地 域ク ラブへ の地 域展開 に取 り組

んで いく ことに はな り ますけ れど も、 平日の 実施 等のこ とを 考え

ます と、 現状で 、米 子 市にお いて 部活 動が全 てな くなっ てい るこ

とは 現実 的な話 では な いとい うふ うに 思って おり ます。 部活 動か

ら地 域ク ラブへ 展開 す る上で は、 部活 動に参 加し ている 生徒 への



影響 がで きる限 り少 な くなる よう 、段 階的に 計画 を示し なが ら進

めていきたいというふうに考えております。

○岡田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 安 心し ま した。 私の 中学 校時代 です けども 、中 学校

は部 活を しに行 くと こ ろでし た。 部活 動が楽 しみ だった ので 授業

を受 ける ことが でき た といっ ても 過言 ではな いで しょう 。先 ほど

の答 弁で 、部活 動に 参 加して いる 生徒 への影 響が できる 限り 少な

くな るよ う、段 階的 に 計画を 示し なが ら進め ると いうこ とで した

ので 、今 後の展 開は ま だ分か らな い、 変化し てい くとい うこ とで

すね 。改 めて今 後の 方 向性、 本市 の方 針につ いて 伺いた いと 思い

ます。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 本市 の 今後の 方向 性に ついて のお 尋ねで ござ いま

す。 現在 の改革 推進 期 間では 、地 域連 携を推 進し ながら モデ ル事

業を 実施 し、地 域ク ラ ブの運 営に 関す るノウ ハウ を蓄積 する など

しま して 、地域 クラ ブ の立ち 上げ につ ながる よう 努めて いる とこ

ろで ござ います 。人 材 確保や 費用 負担 の在り 方な ど、様 々な 解消

すべ き課 題はあ りま す が、今 後は まず 、休日 の地 域クラ ブへ の展

開、これを推進していきたいと考えております。

具 体的 に言い ます と 、現在 、学 校の 部活動 にあ る種目 や分 野に

つき まし ては、 合同 部 活動を 基盤 とし て、そ こか ら地域 クラ ブ化

につ なげ ること を学 校 や関係 者と 協議 を進め てい きたい と思 って

おり ます 。また 、学 校 の部活 動に ない 種目や 分野 につき まし ても、

子ど もた ちへの 選択 肢 を示す こと で多 様なニ ーズ に応え るこ とに

つな がる という ふう に 考えて おり ます 。次期 改革 推進期 間の 前半



には 、地 域クラ ブの 指 針とな るも のを 示しま して 、新た な団 体、

既存 の団 体を問 わず 、 地域の 受皿 とな る方々 へ協 力をお 願い して

いきたいというふうに考えております。

○岡田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 分 かり ま した。 やは り提 案した 複合 型公認 部活 動制

度を 立ち 上げて 、受 皿 を確保 する とい うのも 一つ だなと ちょ っと

改めて思った次第でございます。

も う一 つの課 題、 地 域クラ ブチ ーム が参加 でき ない大 会が ある

と聞きますが、大会参加について伺いたいと思います。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 大会 参 加につ いて のお 尋ねで ござ います 。こ の大

会参 加に つきま して は 、部活 動か 地域 クラブ かを 問わず 、そ の大

会の 主催 者の参 加条 件 にのっ とっ たチ ーム編 成で の参加 とい うふ

うに なり ます。 例え ば 中学校 体育 連盟 が主催 する 大会に つき まし

ては 、合 同チー ムの 編 成や地 域ク ラブ の参加 規程 がござ いま して、

例え ば合 同チー ムに つ きまし ては 、部 員が不 足し ている チー ム同

士と いう ような こと が 条件の 一つ とい うふう に聞 いてお りま す。

また 、地 域クラ ブに つ きまし ては 、種 目ごと に条 件が異 なっ たり、

年々 条件 が変更 にな っ たりし てお りま して、 その 状況を 注視 して

いるところでございます。

引 き続 きより よい 部 活動改 革が 推進 できる 参加 規程と なる よう、

例え ば中 学校体 育連 盟 には働 きか けて いきた いと いうふ うに 思い

ます し、 子ども の大 会 参加の 機会 が奪 われる こと がない よう に働

きかけていきたいというふうに思います。

○岡田議長 塚田議員。



○塚 田議 員 分 かり ま した。 大会 の参 加規程 の見 直しも 課題 です

よね 。国 が部活 動地 域 移行の 方針 を示 してか ら数 年経過 して いま

すの で、 中学校 体育 連 盟や各 スポ ーツ 団体は 柔軟 に対応 して もら

いた いで す。当 局も 中 学校体 育連 盟に 継続し て働 きかけ ると 言っ

てく ださ いまし たの で 、加え て各 スポ ーツ団 体に も同様 に働 きか

けをしてもらえるとありがたいと思います。

あ と、 種目や 大会 に よって です が、 試合中 にベ ンチに 入れ るの

は部 活動 の顧問 の先 生 だけだ とい うこ ともあ るそ うです 。ふ だん

の練 習は 外部指 導員 で すが、 外部 指導 員の先 生は 、選手 の動 きや

コン ディ ション まで 分 かる人 が多 いで すが、 試合 中にベ ンチ に入

れな いと いうの はお か しいと いう 声も 聞いて おり ます。 こう いう

声も 合わ せて、 大会 参 加規程 の見 直し に盛り 込ん でもら いた いと

思います。

も う一 つの課 題で 、 費用面 につ いて です。 大会 参加費 など 、地

域ク ラブ に移行 する の なら、 今ま での 部活動 のよ うな支 援が でき

ないか、指導者への報酬などについても伺いたいと思います。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 費用 面 につい ての お尋 ねでご ざい ます。 活動 に係

る費 用に つきま して は 、学校 の部 活動 の場合 、共 同で使 用す る用

具は 学校 で購入 しま し て、個 人で 使用 するシ ュー ズなど は個 人負

担と して おりま す。 こ うした こと から 、地域 クラ ブにお きま して

も、 原則 は受益 者負 担 になる とい うふ うに考 えて おりま す。 大会

参加 に係 る支援 につ き まして は、 今後 、地域 クラ ブから 参加 する

生徒 に対 しまし ても 、 学校の 部活 動か ら参加 する 生徒と 同様 の支

援と なる よう、 これ は 検討し てい きた いとい うふ うに考 えて おり



ます。

指 導者 への報 酬を 含 めた費 用負 担の 在り方 につ きまし ては 、部

活動 改革 を推進 する 上 での大 変大 きな 課題の 一つ となっ てお りま

して 、引 き続き 国や 県 への支 援を 要望 すると とも に、本 市の 実情

に応 じた 、安定 的で 継 続的な 取組 、こ ういっ たも のをつ くっ てい

きたいというふうに考えております。

○岡田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 前 向き な 答弁、 あり がた く思い ます 。学校 の部 活動

から参加する生徒と同様、よろしくお願いいたします。

次 に、 小中学 校体 育 館の使 用方 法に ついて 伺い たいと 思い ます。

部活 動の 受皿と なる 地 域クラ ブに つい てです が、 学校の 体育 館施

設を 優先 的に使 用で き るよう にす るべ きでは ない かとい うお 声を

いただきまして、それについてちょっと伺いたいと思います。

○岡田議長 長谷川教育委員会事務局長。

○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 部 活動 の受皿 とな ります 地域 クラ

ブに 関し て、学 校の 体 育施設 を優 先的 に使用 でき るよう にし ては

どう かと いうお 尋ね で ござい ます が、 現在、 学校 の体育 施設 につ

きま して は、授 業や 学 校行事 、部 活動 などで 使用 する時 間を 除き

まし て、 地域の スポ ー ツ団体 など に利 用して いた だける よう 開放

して いる ところ でご ざ います 。部 活動 に代わ りま して、 生徒 たち

の活 動の 受皿と なる 地 域クラ ブに つき まして は、 今後の 本市 にお

ける 部活 動改革 の内 容 に応じ まし て、 学校体 育施 設の使 用方 法に

ついて調整を図ってまいりたいと考えております。

○岡田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 分 かり ま した。 とい うの も、私 が話 を伺っ たと ころ、



数年 前か ら学校 の体 育 館施設 をず っと 使って たク ラブチ ーム が、

この たび 、４月 から ほ かのス ポー ツ団 体が、 地域 のです ね、 使う

ので 、ち ょっと 外れ て くださ いと いう 連絡が 来た という ので 、詳

しく 話を 聞きに 行か せ てもら いま した 。する と、 そのク ラブ チー

ムは 小学 校、中 学校 の 生徒た ちが おら れて、 小学 校施設 は小 学校

の生 徒だ けの施 設で す ので、 中学 校が 入って る部 分はど うし ても

難し いで すとい う答 え と、あ と、 いろ んな学 校の 生徒が 入っ てる

ので 、そ この学 校の 生 徒だけ じゃ ない と難し いで すって いう ので、

大人 のク ラブチ ーム み たいな 形で 捉え られた とい うのが 答え でし

た。

や はり 今の優 先度 は 、学校 行事 が一 番最初 です ね、学 校の 部活

動、 小学 校は少 年団 で すよね 、次 が地 域のス ポー ツ団体 、最 後に

地域 のク ラブチ ーム と いう形 の順 序に なって るそ うです 、優 先順

位が 。と いうの で、 そ の一番 最後 の４ 番目の 地域 クラブ チー ムと

いう 形に なって しま っ て、同 じ学 校に 通って る子 が数名 いる んだ

けど 、ち ょっと そこ は 使えな くな った なとい うの で、使 えな くな

った とい うわけ では な く、優 先的 に借 りるこ とが できな くな った

とい うこ とで、 普通 の 、今、 米子 市が やって くだ さって る、 イン

ター ネッ トで体 育館 を 取るよ うな 形に なって しま ったと 。そ れま

では 、数 か月前 から 、 この場 所の 何月 何日の 何時 にもう 取れ ます

よと いう のが確 定が で きてた 。と なる と、や っぱ り保護 者の 方々

から する と、そ の曜 日 の何時 から はそ こで行 ける という ので 、そ

こに 合わ せて仕 事の 内 容だと かを 組ん だりす るこ とがで きた とい

うん です けど、 それ が できに くく なっ たとい う話 を伺っ たの で、

そこ ら辺 もやっ ぱり 、 今後部 活の 地域 移行を 進め ていく んで あれ



ば、 柔軟 な対応 が必 要 じゃな いか なと いうと ころ は私が 感じ たと

ころでございますので、よろしくお願いいたします。

次に、大要２点目、公共交通施策についてです。

よね ぎ ーバ スの 実 証実 験を 開 始して か らち ょう ど 半年が 経 過し

ました。実証実験の進捗状況について伺いたいと思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 進捗 状況 でご ざいま す。 まず、 利用 状況

でご ざい ますが 、１ 月 末まで の４ か月 間での 数値 を取り まと めて

ござ いま す。利 用者 は 合計で 1,７ ５ １ 人 で ご ざ い ま す 。 １ 日 当 た

り の 平均 利用者 でご ざ います が、 おお むね平 均す ると十 七、 八人

程度 にな ってご ざい ま す。ま た、 アン ケート も行 ってお りま して、

利用 目的 につい ては 、 約８割 の方 が、 通院、 買物 で御利 用を いた

だい てご ざいま す。 ま た、予 備車 両も 準備を して ござい ます が、

定員 超過 の場合 の対 応 として 準備 して おりま すが 、追加 車両 の運

行は、これまで２回ございました。

な お、 これま で大 き な事故 、ト ラブ ルは発 生し ており ませ ん。

おお むね 順調に 運行 で きてい るも のと 考えて いる ところ であ りま

す。以上でございます。

○岡田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 分 かり ま した。 １日 当た り平均 利用 者数１ ７か １８

人、 定員 超過で は、 初 日はそ うで すよ ね、結 構皆 さん、 乗っ てお

られ る方 があり まし た 。１０ 月１ 日は 地元の 保育 園児、 団体 乗車

した と、 ありが たい で すね、 こう いう のをや って いただ くと 面白

いな と思 います し、 こ ういう のを アピ ールす ると いいな と思 いま

した。



次 に、 今まで 届い た 声など はな かっ たのか 、利 用者様 の声 につ

いて伺いたいと思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 主に は利 用者 の方か ら多 数御意 見、 御要

望を 頂戴 してお りま す 。多い 意見 とし ては、 今、 片回り でご ざい

ます が、 両回り での 運 行がで きな いだ ろうか とい う点、 また 本格

運行 を早 くやっ てほ し いとい うよ うな 要望も 承っ ており ます 。そ

のほ か、 バス停 の位 置 を含め まし て、 ルート の変 更の要 望で すと

か、 さら には車 両、 も う少し 大き い車 両がよ いで すとか 、低 床バ

スに なら ないか とか 、 このよ うな 声な どもい ただ いてい ると ころ

であります。以上です。

○岡田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 分 かり ま した。 利用 者様 からの 貴重 な声を 踏ま えて、

今後の方向性について伺いたいと思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 今申 し上 げま した様 々な 御意見 を踏 まえ

まし て、 来年度 、本 格 運行に 移行 した いと考 えて ござい ます 。現

在、 次年 度の本 格運 行 に係る 予算 を提 案して おり ますが 、具 体的

には ２台 体制と いた し まして 、両 回り 運行と いた したい と考 えて

おり ます 。また 、一 部 ルート の見 直し なども 行う 予定で ござ いま

す。 今後 でござ いま す が、必 要と なり ます路 線バ ス事業 者と の調

整も 行い ながら 、準 備 を進め てま いり たいと いう ふうに 考え てご

ざいます。以上です。

○岡田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 分 かり ま した。 先ほ どの 利用者 様か らの声 で、 車両



に対 する 要望が あり ま した。 もう 少し 大きい 車両 がいい 、低 床の

バス がい いなど とい う 声があ りま して 、今後 の事 業を進 めて いく

上で、どのような車両を購入するか伺いたいと思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 現在 想定 をし ており ます のは、 だん だん

バス 、現 在走っ てい ま すだん だん バス 同じく 、小 型のノ ンス テッ

プバ ス、 低床の バス 車 両を購 入を 予定 してい ると ころで あり ます。

以上でございます。

○岡田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 だ んだ ん バスと 同じ ポン チョな ら、 あの車 、バ スを

ポン チョ といい ます 。 ポンチ ョな ら、 車椅子 や高 齢者に も乗 降し

やすい優しい車両ですから、よろしくお願いいたします。

バ スつ ながり で、 ２ 月の閉 会中 の委 員会で も、 新聞で も話 題に

なり まし た本市 の自 動 運転バ スの 事業 概要に つい て伺い たい と思

います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 自動 運転 バス の実装 に向 けた本 市の 取組

につ いて 御説明 申し 上 げます 。バ ス事 業者の 運転 手不足 の状 況改

善、 そし て交通 事故 の 削減な ど、 様々 な環境 改善 を図る ため 、せ

んだ って 、２月 の２ ５ 日でご ざい ます が、先 進的 自動運 転バ スの

レベ ル４ 、この レベ ル ４は、 条件 付で の完全 自動 運転の こと でご

ざい ます 、この 社会 実 装に向 けま して 、関係 機関 と協定 を締 結い

たし まし た。締 結機 関 、４者 でご ざい まして 、私 ども米 子市 のほ

か、 運行 事業者 でも ご ざいま す日 ノ丸 自動車 、日 本交通 、そ して

自動 運転 サービ スを 提 供する 企業 とい たしま して 、ＢＯ ＬＤ ＬＹ



株式 会社 にも御 参加 、 御締結 をさ せて いただ きま した。 協定 に位

置づ けた 主な連 携事 項 といた しま して は、自 動運 転バス 、レ ベル

４の 社会 実装に 関す る こと、 これ を中 心に取 り組 んでい きた いと

いうふうに考えております。

今 後で ござい ます が 、この 協定 に基 づきま して 、関係 機関 との

協議 を進 めてま いり た いと思 って おり ますが 、そ の際の 検討 の方

向性 とし て、３ 点考 え てござ いま す。 一つが 、自 動運転 バス 、レ

ベル ４の 段階的 実装 ま での具 体的 な構 想を策 定い たした いと 考え

ております。

そ して 、２点 目が 、 実証実 験の 実施 に際し て、 特定エ リア での

自動 運転 バスを 実証 的 に運行 した いと いうふ うに 考えて おり ます。

安全 性、 利便性 、収 益 性など を検 証い たした いと 考えて おり ます

が、 その 際、必 要と な ります 事業 費に つきま して は、可 能な 限り

国庫 事業 、国庫 補助 を 使いた いと 思っ ていま す。 来年度 の国 庫補

助事業申請に向けて準備を進めてまいりたいと考えております。

そ して 、３点 目と い たしま して 、段 階的な 実装 を目指 した いと

考え てお ります 。技 術 の動向 です とか 、そう いっ たもの をよ く見

極め なが らとい うこ と にはな りま すが 、まず は循 環バス への 導入

を目指したいと考えております。以上でございます。

○岡田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 分 かり ま した。 ＢＯ ＬＤ ＬＹ社 です が、私 はこ の説

明を 聞く まで知 らな い 会社で した 。勉 強不足 で申 し訳な いで すが、

このＢＯＬＤＬＹ社の信頼性について伺いたいと思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 今回 、締 結を いたし まし たこの ＢＯ ＬＤ



ＬＹ 社で ござい ます が 、自動 運転 技術 の導入 、運 用、こ うい った

もの に関 しての コン サ ルティ ング 、こ れを主 なサ ービス とさ れて

る企 業で ござい ます 。 様々な 実績 をお 持ちで ござ います 。全 国初

とな る路 線バス にお け る自動 運転 のレ ベル４ 運行 を導入 され てご

ざい ます 。また 、国 内 最多の １５ 地域 で、自 動運 転は通 年運 行を

され てご ざいま す。 ま た、国 内４ 地域 、これ は最 大でご ざい ます

が、 先ほ ど申し 上げ ま したレ ベル ４の 実証の 実績 がござ いま す。

その ほか 、先ほ ど申 し 上げた 国交 省の 補助事 業で ござい ます が、

この 活用 実績も ３年 連 続で国 内ト ップ の実績 を誇 ってい らっ しゃ

いま す。 このよ うに 自 動運転 の関 連企 業とし ては 、国内 有数 の企

業であるというふうに考えてございます。

ま た、 同社前 身が Ｓ Ｂドラ イブ 株式 会社と いう 社名で ござ いま

した 。そ の際に は、 八 頭町の 隼Ｌ ａｂ ．を拠 点に いたし まし て、

八頭 町内 で実証 実験 を されて おり まし た。地 域交 通です とか 、県

内の 状況 にも精 通を さ れてご ざい ます 。こう いっ た状況 を踏 まえ

まし て、 本市と して は 、ＢＯ ＬＤ ＬＹ 社との 連携 強化を 図り なが

ら、 自動 運転バ スの 社 会実装 を目 指す ことと した 次第で あり ます。

以上です。

○岡田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 分 かり ま した。 多く の実 績があ ると いうこ とで 理解

いたしました。

そ れか ら、先 ほど か らレベ ル４ 、レ ベル４ と言 ってお られ ます

が、 レベ ル４に する メ リット とデ メリ ットが ない か伺い たい と思

います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。



○佐 々木 総合政 策部 長 最初 に、 レベ ル４の 定義 でござ いま すが、

運転 手の 存在が 不要 で ござい ます 。い わゆる 完全 自動運 転で ござ

いま すけ ども、 特定 の 条件下 とい うこ とで、 一定 の制約 はか かり

ます。そういう技術レベルのことをレベル４と申します。

一 般的 にレベ ル４ の メリッ ト、 デメ リット とい たしま して は、

例え ばメ リット につ き まして は、 今申 し上げ まし たよう に、 ドラ

イバ ーが 不要と なり ま すので 、運 転手 不足の 対策 にもな ると いう

こと 、ま た交通 事故 の 原因の 多く が人 的要因 によ るもの でご ざい

ます 。そ のため 、安 全 運転に 大き く貢 献でき るこ と、こ のよ うな

点な どが 上げら れて ご ざいま す。 一方 で、デ メリ ットに つき まし

ては 、現 時点で は車 両 の導入 コス トが やはり 高価 でござ いま す。

この 点な どが今 は指 摘 されて いる とこ ろであ りま す。以 上で ござ

います。

○岡田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 分 かり ま した。 やは りメ リット があ れば、 デメ リッ

トも あり ます。 デメ リ ットの コス トが 高いと いう のは仕 方が ない

部分 だと 思いま す。 大 量生産 され れば 安くな ると 思いま すが 、そ

うい うわ けにも いか な いでし ょう から 、運行 範囲 に一定 の制 限と

いうのは、バス路線の見直しを図れば何とかなりそうですね。

や はり 運転手 不足 対 策が一 番大 きい 要因か と思 います 。ぜ ひ本

市の 実用 に向け て進 め ていた だき たい と強く 思い ますが 、一 方で、

他市 では 、レベ ル４ が 難しい と報 道で もあり まし たが、 レベ ル４

実現に向けた本市の見解をお伺いしたいと思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 まず 、技 術面 でござ いま す。現 状を 申し



上げ ます と、既 に、 先 ほど申 し上 げま したと おり 、全国 各地 でレ

ベル ４の 実装は 進み つ つある 段階 に入 ってき てご ざいま す。 特に

開発 技術 の進展 に伴 い まして 、新 型車 両が導 入を されて ござ いま

す。 この 導入に より ま して、 技術 面で の課題 とい うのは 日々 限定

的と なっ ている のが 現 状であ ると いう ふうに 認識 をして ござ いま

す。 一方 で課題 もご ざ います 。先 ほど 申し上 げま した車 両の 導入

コス トな ど、事 業性 の 面でま だ課 題は 残され てる ところ であ りま

す。

し かし ながら 、せ ん だって 、協 定調 印式の 際に もＢＯ ＬＤ ＬＹ

社の 佐治 社長か らも 御 発言が あり まし たとお り、 今、実 装の 区間

です とか 、地域 、全 国 で広が って ござ います が、 この拡 大と とも

に、 今、 特注発 注な ん ですけ ども 、車 両の生 産コ ストの 低減 が、

社長 いわ く、数 年内 に は見込 まれ ると いうよ うな 御発言 もあ りま

した 。ま た、現 行で は 、実装 拡大 に向 けて国 の非 常に手 厚い 支援

がご ざい ます。 した が いまし て、 当面 は、こ の国 の事業 を活 用し

なが ら、 車両の コス ト ダウン のタ イミ ングも 見計 らいな がら 、自

動運 転バ スの社 会実 装 に向け て、 着実 に準備 を進 めてま いり たい

というふうに考えてございます。以上でございます。

○岡田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 分 かり ま した。 私個 人的 には大 賛成 ですの で、 準備

を進めていっていただきたいと思います。

公 共交 通とし て、 も う一つ 、Ｊ Ｒさ んがあ りま す。今 住ん でい

るの は河 崎、実 家は 和 田です 。Ｊ Ｒ境 線は切 って も切れ ない もの

であ り、 もっと 活性 化 しなけ れば なら ないと 考え ていま す。 そこ

で、ＪＲ境線を活用した施策について伺いたいと思います。



○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 本市 にお きま しては 、歩 いて楽 しい まち

づく りの 取組の 一環 と して、 現在 、駅 周辺の まち づくり を進 めて

ござ いま す。例 えば 市 街化調 整区 域に ござい ます ＪＲ境 線の 周辺

区域 にお きまし て、 地 区計画 の手 法を 用いて 、建 設規制 の緩 和を

図っ てい るとこ ろで あ ります 。現 段階 で河崎 口駅 周辺で の整 備、

住宅 団地 ですと か、 あ るいは 商業 施設 、整備 が進 んだと ころ であ

ります。

ま た現 在、実 証運 行 中、よ ねぎ ーバ スでご ざい ますが 、こ れは

ＪＲ 境線 との接 続を 考 慮して 運行 して ござい ます 。具体 的に は河

崎口 駅、 また大 篠津 町 駅に立 ち寄 るル ート設 定と いたし まし て、

ＪＲ 、そ してバ ス、 双 方の利 用促 進を 図って いる ところ であ りま

す。

そ のほ か、昨 年の ３ 月でご ざい ます が、本 市と 境港市 にお きま

して 、Ｊ Ｒ境線 を活 用 したま ちづ くり 勉強会 を設 置をい たし まし

た。 これ は、ま ちづ く りの観 点か らＪ Ｒ境線 の利 用促進 を図 って

いく ため 、現在 、各 種 調査・ 研究 を行 ってい ると ころで あり ます。

以上でございます。

○岡田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 分 かり ま した。 私、 先ほ どもお 話し させて もら いま

した 、実 家が和 田で す ので、 弓浜 地区 で困り 事と してよ くお 聞き

する のが 、移動 手段 、 ＪＲと かで 、縦 軸はあ るが 、ＪＲ とか バス

とか 、実 証実験 中の バ スもあ りま すが 、横軸 がな いと言 われ ます。

すみ ませ ん、パ ネル が あると 分か りや すかっ たの ですが 、皆 さん、

想像 しな がら聞 いて い ただけ たら と思 います 。Ｊ Ｒ境線 を縦 軸と



して 、待 合があ る駅 を 拠点と して 、例 えば大 篠津 町駅の 待合 を拠

点と して 、横軸 で右 ル ート、 左ル ート を使う と、 ３０分 ぐら いで

回れ るの で、大 篠津 の 中を、 ３０ 分に １本、 回れ るとい うや り方。

隣の 和田 浜駅も 待合 が あるの で、 駅を 拠点に 横軸 をバス が走 る、

同じような形でですね。

行 きた い病院 や商 業 施設に もル ート があっ たり 、なけ れば 、１

回、 ＪＲ に乗っ て、 駅 で降り ても らっ て、駅 から ＪＲに 乗っ て、

目的 駅に 降りて 、ま た 横軸の バス に乗 って目 的地 に行く とい うよ

うな 、こ れがで きる と 、あと は費 用の 問題と かは 、例え ば同 じＪ

Ｒさ んと 一緒に 共同 で 、一括 で目 的地 まで２ ００ 円だと か、 そう

いう 安価 な部分 でで き るんじ ゃな いか なと思 った り。こ れを 実際

でき てい くと、 ＪＲ さ んがな いと ころ は、今 のバ ス停で 待合 があ

ると ころ を拠点 に、 そ ういう やり 方が できな いか なと思 った り、

ない とこ ろは拠 点、 待 合を設 置、 検討 してみ ると いうこ とも でき

るんじゃないかなと思ったりします。

使 う車 両は、 バス で もいい です けど も、フ ァミ リーカ ーで もい

いん じゃ ないか なと 私 は思っ てお りま す。低 床な ファミ リー カー

が今 出て ますの で、 そ ういう ファ ミリ ーカー でも いいん じゃ ない

かな と思 います 。横 軸 のバス はポ ンチ ョでも いい んです けど 、ポ

ンチ ョの ショー トと い うのが あり まし て、だ んだ んバス のシ ョー

トバ ージ ョンで あり ま す。そ れだ と免 許も中 型免 許でい いの で、

タク シー 会社に 委託 す ること もで きる と思い ます 。夕方 から 夜に

かけ て、 駅前と 朝日 町 を結ぶ 環状 線バ スみた いな のを走 らせ ると

いう 手も あるん じゃ な いかな と思 って 、こう いう ことを 一つ やっ

てい くこ とで、 いろ ん な可能 性で 出て くるん じゃ ないか なと 私は



ちょっと思いました。

バ スも タクシ ーも Ｊ Ｒもと いっ た、 公共交 通施 策全体 の将 来を

見据 えた 施策の 提案 で ござい ます 。弓 浜や山 間部 、また 市内 でも

困っ てい る障が い者 、 高齢者 の一 助と なり得 るか もしれ ない 施策

だと 思っ ており ます 。 現実可 能と なる よう、 検討 をお願 いい たし

ます。

ま た、 視察で 富山 市 に行っ てき まし た。Ｌ ＲＴ 、ライ ト・ レー

ル・ トラ ンジッ トを 見 てきま した 。こ れは、 ＪＲ 、本市 、境 港市

とい った ３つで 話合 い になる とい うと 思いま すの で難し いか もし

れま せん が、Ｊ Ｒ境 線 をＬＲ Ｔに する と、道 路と 同じ高 さな ので、

障が い者 にも高 齢者 に も優し いバ リア フリー 化が 実現で きま す。

今の 路線 を敷い てい る 幅で整 地す ると 、２車 線で きると いう こと

をお 聞き してい ます 。 そうす ると 、本 数が増 えて 、１時 間に 、多

くて ３本 から４ 本、 駅 に停車 でき るよ うにな ると いう計 算が でき

ると 思い ます。 また は 、ＢＲ Ｔ、 バス ・ラビ ット ・トラ ンジ ット

とい うの も一つ の案 だ と思い ます が、 ＪＲ境 線を 活用し た施 策で、

ＪＲ 境線 をＬＲ Ｔと す ること に対 する 市長の 考え を伺い たい と思

います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 見 に行 か れたと いう 富山 市のこ のＬ ＲＴで すね 、こ

れ、 本当 に成功 事例 と して名 高い もの だと私 も認 識をし てお りま

すし 、最 近です と、 宇 都宮市 でも ＬＲ Ｔを敷 かれ て、こ れも 、既

に開 業間 もなく もう 大 成功と いう ふう に伺っ てい るとこ ろで ござ

いま して 、やは り公 共 交通を 一定 程度 便利に して いくと いう こと

は、 どの まちで も、 特 にこう いう 中堅 どころ の大 きなま ちに おい



ても やっ ていら っし ゃ るんだ なと いう ことを 私も 実感を いた しま

す。

そ のＬ ＲＴで ござ い ますけ れど も、 速達性 、定 時性に 優れ てお

りま して 、低床 です の で、道 路か ら直 接乗降 でき るとい うよ うな

メリ ット もあり ます の で、バ リア フリ ー性も 高く 、優れ た交 通モ

ード の一 つであ ると 認 識をし てお りま す。一 方、 その導 入コ スト

とい うも のはそ れな り にかか ると いう ふうに 聞い ており まし て、

そこは一つの課題であるなというふうに思っております。

我 々米 子市と いた し まして は、 やは りＪＲ の境 線、こ れは 町な

かを ずっ と貫い て、 弓 浜走っ てお りま すので 、何 とかこ のＪ Ｒ線

を生 かし ていこ うと い うのが まち づく りの一 つの ポイン トだ とい

うふ うに 思って おり ま すが。 一昨 年の ８月に 開催 をしま した 境港

市と の連 携懇談 会に お きまし て、 まず は、鉄 道を 活用し たま ちづ

くり を進 めてい こう と いうこ とで 、先 ほど部 長か らも答 弁が あり

まし たけ ども、 昨年 、 勉強会 を発 足さ せまし て、 ＪＲ西 日本 さん

です とか 、ある いは 鳥 取県と も連 携を しなが ら、 ＪＲ境 線を 利活

用する視点で調査・研究を行ってるところでございます。

な お、 長期的 な視 点 におき まし ては 、まち づく りの在 り方 です

とか 、あ るいは 公共 交 通の利 用環 境の 変化に よる モード 転換 の可

能性 など も、こ れは あ り得る とい うふ うに思 って おりま す。 先ほ

ど御 提案 の中に あっ た ＬＲＴ だけ じゃ なくて 、Ｂ ＲＴと いう 手段

もあ ると いうふ うに 認 識をし てお りま す。し たが いまし て、 議員

の御 提案 につき まし て は、こ れは 将来 を見据 えた 一つの アイ デア

とし て、 我々と して も 受け止 め、 研究 の対象 とし ていき たい とい

うふうに考えております。



○岡田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 分 かり ま した。 ＬＲ Ｔ、 なかな か難 しいか もし れま

せん が、 横軸の バス は 可能か と思 いま すので 、検 討をよ ろし くお

願いいたします。

次に、大要３点目、災害時に強いまちづくりについてです。

この 議 場で 何度 も 災害 に強 い まちづ く りに つい て は議論 さ れて

きま した 。復習 みた い なもの にな るか もしれ ませ んが、 啓発 とい

う観 点か らでも 聞い て いきた いと 思い ます。 本市 の災害 に強 いま

ちづくり施策について伺いたいと思います。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 災 害に強 いま ちづ くりに 向け まして 、本 市と

しま して は、地 域住 民 の方に 参加 をい ただく 防災 訓練の 実施 やハ

ザー ドマ ップ、 よな ご 避難ノ ート の作 成、配 布に よる啓 発、 防災

資機 材の 確保と 管理 、 行政や 民間 企業 等との 協定 締結な どに より、

防災 力の 強化を 図っ て いると ころ でご ざいま す。 また、 防災 出前

講座 や防 災イベ ント の 支援、 防災 組織 の活動 相談 等を通 じ、 防災

知識 、意 識の普 及向 上 や活動 の活 性化 を図り なが ら、地 域防 災力

の向上に努めておるところでございます。

○岡田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 ソ フト 面 は分か りま した 。次に 、避 難所の 生活 環境

の確保について伺いたいと思います。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 避 難所環 境に 関し まして は、 国が示 しま すガ

イド ライ ンや県 が示 し ており ます 指針 等も参 考と しなが ら、 安全

性や 居住 性の確 保等 、 被災者 の生 活環 境の整 備に 必要な 措置 を講



じる よう 努めて おる と ころで ござ いま す。例 えま すと、 鳥取 県と

県内 市町 村によ りま す 連携備 蓄で 飲食 料や生 活物 資など の確 保に

努め てお りまし て、 必 要に応 じて 民間 事業者 等か らの提 供を 受け

られ るよ う、災 害協 定 の締結 など も行 ってい ると ころで ござ いま

す。 これ 以外に も、 避 難者が 健康 を損 ねない ため の対策 とし まし

て、 避難 所に要 配慮 者 スペー スの 設置 を行う こと を想定 して おり

ます ほか 、床に 直接 寝 ること を防 ぐた めのマ ット や段ボ ール 間仕

切り 、簡 易ベッ ドや プ ライバ シー テン トの整 備を 進める など 、避

難所 にお ける生 活環 境 の確保 を図 って おりま す。 引き続 き環 境改

善を 図る ため、 防災 資 機材の 整備 や協 定の締 結等 に取り 組む とと

もに 、防 災イベ ント 等 の機会 を捉 えて 、避難 所で 用いる 資機 材を

活用 しな がら、 日頃 か らの備 えや 避難 生活に 関す る啓発 を継 続し

て行っていきたいと考えております。

○岡田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 分 かり ま した。 ハー ド面 も盛り 込ま れてい まし た。

災害 時に 安心し て避 難 所生活 が送 れる かが一 番心 配でし たの で、

安心いたしました。

先 ほど の答弁 の最 後 に、防 災イ ベン ト等の 機会 を捉え て、 避難

所で 用い る資機 材を 活 用しな がら 、日 頃から の備 えや避 難所 生活

に関 する 啓発を 継続 し ていき たい とあ りまし たが 、啓発 とい えば、

防災 訓練 でござ いま す 。防災 訓練 の取 組につ いて 伺いた いと 思い

ます。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 防 災訓練 につ きま しては 、本 市では 、毎 年、

地 区 を 変 え な が ら 訓 練 を 実 施 し て お り ま す 。 参 加 さ れ た 住 民 の



方々 の防 災学習 の場 と なるよ う留 意を してお り、 今後も 地域 防災

力の 向上 につな がる よ う、訓 練に 取り 組んで いき たいと 考え てお

りま す。 あわせ まし て 、災害 発生 時の 適切な 対応 ができ るよ う、

関係 者が 災害想 定に 応 じた手 順等 を学 び、対 応能 力の向 上を 図っ

ているところでございます。

○岡田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 取 組は 分 かりま した 。防 災訓練 に欠 かせな いの が消

防団 だと 思いま す。 消 防団活 動の 充実 につい て伺 いたい と思 いま

す。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 消 防団は 、自 らの 地域は 自ら で守る との 理念

に基 づき 、消防 局と 連 携して 、地 域に おける 消火 活動や 災害 対応

を行 って おりま す。 こ のほか にも 平時 から防 火パ トロー ルや 小学

校な どで の防災 教育 、 応急手 当普 及指 導など 、地 域に密 着し た啓

発活 動も 行って おり ま す。今 後も 地域 防災力 の中 核とし て、 地域

にお ける 防火、 防災 活 動の充 実に 資す るよう 、消 防団活 動の 充実

を図ってまいりたいと考えております。

○岡田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 分 かり ま した。 本市 が消 防団活 動に 対して も、 今後

もバックアップしていってくださるということですね。

地 域防 災力の 強化 を 図るた めに 、地 域住民 が主 体とな って 学校

や地 域消 防団な どと 協 力して 行う 防災 訓練が 必要 と思い ます 。私

は地 域防 災力強 化、 イ コール 地域 コミ ュニテ ィ強 化につ なが ると

思っ てい ますの で、 自 主防災 組織 に限 らず、 地域 で有志 団体 等が

訓練 など の防災 活動 に 取り組 む際 の支 援につ いて 伺いた いと 思い



ます。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 地 域の様 々な 団体 が行う 防災 活動に つき まし

ては 、本 市では 、自 主 防災組 織以 外の 団体が 行う 防災活 動に 対し

経費 を助 成する 制度 は 設けて おり ませ んが、 市が 保有す る防 災資

機材 の貸 出制度 の活 用 や職員 によ る訓 練活動 の直 接指導 など 、物

的、人的な支援を行っているところでございます。

ま た、 経費助 成に つ きまし ては 、鳥 取県や 本市 で活用 可能 な助

成制 度も 準備さ れて お ります 。例 えま すと、 本市 ですと 、ま ちづ

くり に資 する交 付金 と しまし て、 まち づくり 活動 支援交 付金 がご

ざい ます 。また 、鳥 取 県にお きま して は、子 ども 向け防 災啓 発イ

ベン ト開 催支援 事業 と いう事 業を やっ ておら れま す。こ れら の制

度は 、申 請期間 が定 め られて いた りと か、事 前に 準備を いた だか

ない とい けない とい う ような 事項 があ ったり しま すが、 制度 の利

用に 向け た案内 や相 談 対応な ども 行い ながら 、支 援を行 って まい

りたいと考えております。

○岡田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 あ りが と うござ いま す。 ２つの 上げ てもら った 助成

制度 です が、市 の助 成 制度は 申請 期間 が決ま って いるの と、 県の

助成 制度 は、申 請に 時 間と提 出書 類が 多く簡 易的 ではな いこ とか

ら、 積極 的に、 突発 的 に手を 挙げ る団 体がい なく なると 思い ます。

地域 のみ んなで 計画 を 立てて 、い ざや ろうと した ときに 、す ぐ使

える 助成 制度を つく っ ていく べき だと 私は思 いま すが、 任意 団体

が行 う防 災活動 への 新 たな補 助制 度の 創設に つい て伺い たい と思

います。



○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 新 たな補 助金 制度 につい てで ござい ます が、

地域 住民 の防災 意識 の 向上を 目指 すた めには 、ま ず、自 主防 災組

織を 中心 とした 地域 防 災活動 の横 展開 を図っ てい くこと が重 要で

ある と我 々考え てお り ます。 一方 で、 任意団 体に よりま す防 災活

動、 防災 イベン ト等 の 開催ニ ーズ があ るとい うこ とも承 知を して

おります。

現 在、 本市に は、 任 意団体 によ る防 災活動 を目 的とし まし た助

成制 度、 補助制 度は ご ざいま せん が、 防災資 機材 の貸付 け、 貸出

制度 の活 用もご ざい ま す。ま た、 職員 による 訓練 活動の 支援 、先

ほど 申し ました けれ ど も、物 的、 人的 な支援 も行 ってお ると ころ

でご ざい ます。 引き 続 きまし て、 こう した支 援に 取り組 むと とも

に、 活動 内容や 活動 時 期を確 認さ せて いただ いた 上で、 県の 事業

を含 めて 、先ほ ど申 し 上げま した 活用 可能な 補助 制度の 御案 内な

ども行いながらやってまいりたいと考えております。

○岡田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 分 かり ま した。 私は 、県 の補助 では 高額を 求め てい

るわ けで はなく 、取 っ かかり の部 分で すね、 なの で、県 が補 助を

出し てく ださる １割 か ら２割 ぐら いの 補助で 、簡 易的な 申請 がで

きる よう なもの を検 討 してみ ては とい う提案 でご ざいま す。 よろ

しくお願いします。

次に、河崎モデル推進について伺いたいと思います。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 １ 月に河 崎地 区の 住民有 志の 皆様の 手に より

まし て開 催され まし た 防災イ ベン トに は、本 市か らも煙 体験 など



のプ ログ ラムを 提供 い たしま して 、当 日は、 地域 の幅広 い年 代の

方が 参加 された と承 知 をして おり ます 。住民 の方 、自ら が自 助、

共助 の重 要性を 学び 、 地域防 災力 を高 めるこ とは 、自分 の命 を守

り、 そし て地域 を守 っ ていく こと につ ながっ てい くもの と考 えて

おり ます 。今後 も地 域 で行わ れま す防 災活動 へは 、プロ グラ ムの

作成 支援 や資機 材の 貸 出し、 訓練 指導 など、 多面 的に支 援を して

いくことが重要であると考えております。

○岡田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 勝 手に 河 崎モデ ルと 名称 づけま した が、１ 月に 河崎

小学 校体 育館で 防災 体 験会を 開催 いた しまし た。 初めは 、矢 田貝

議員 や森 田議員 がや っ ている 防災 キャ ンプな るも のをや って みよ

うか と、 地域の 有志 で 話をし まし たが 、ハー ドル が高く 、困 難だ

とい う結 論にな り、 そ こから は、 例え ば何時 間な ら子ど もた ちが

いら れる のか、 どん な ことを 体験 でき たら勉 強に なるの かな どと

話合 いを して、 防災 安 全課、 地域 振興 課の担 当の 方に協 力を して

もらいながら、プログラムを作成し、当日を迎えました。

実 際、 当日の 朝ま で 不安で した なか ったん です が、受 付と 同時

に、 たく さんの 方々 が 来場し てく ださ り、第 １回 目とし ては 、ス

タッ フも 入れて ９０ 名 の参加 があ りま した。 その 中の１ 人が 伊木

市長 でも ありま した 。 一番人 気だ った のが、 水道 水で作 るカ ップ

ラー メン でした 。水 を 入れて から １時 間置い たカ ップラ ーメ ンは、

皆さ ん絶 賛でご ざい ま した。 実際 に起 こり得 る災 害時に 、自 分た

ちの 住ん でいる 避難 所 はどこ で、 どん な環境 で生 活をし なけ れば

なら ない かが肌 で感 じ られた とか 、火 事の際 の行 動や初 期消 火を

体験 で学 んだこ とは 、 実際に 起こ った とき、 迅速 に行動 に移 せる



気が する といっ た声 も いただ きま した 。また 、毎 年事業 化し てほ

しい とい う声も あり ま した。 この ２時 間の体 験会 で学ん だこ とは

大きいと思います。

河 崎モ デルを 各学 校 区で推 進し てい くべき だと 思いま すが 、最

後に 、市 長に、 市長 が 抱えて いま す災 害に強 いま ちづく りを 進め

る上で、今後の取り組む方向性について伺いたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 私 もそ の 河崎の 取組 につ きまし ては 行かせ てい ただ

きま して 、実際 に、 い ろいろ と、 私自 身も体 験を させて いた だい

たと ころ でござ いま す けれど も、 あれ も一つ の自 主防災 の在 り方

だと いう ふうに 思っ て おりま す。 先ほ ど補助 のお 話があ りま した

けれ ども 、米子 市と し て、そ の自 主防 災組織 にあ る程度 補助 を限

って るの は、や はり 継 続的な 活動 が見 込まれ るか どうか とい うの

は、 これ は非常 に大 事 なポイ ント でも あるの で、 そうい うふ うな

制 度 と し て る わ け で す 。 河 崎 モ デ ル が 、 今 後 ど う い う 形 で か 、

我々 も支 援をし なが ら 、継続 でき るよ うに、 そし て各地 区に 広が

るよ うに という こと は 、ぜひ 我々 とし ても支 援を してい きた いな

というふうに思うとこでございます。

そ の上 で、や はり 災 害に強 いま ちづ くり、 今目 指して いる わけ

です けれ ども、 やは り 住民の 皆様 が、 まずは 、い つ災害 は起 きる

か分 から ないけ ど、 ち ゃんと 備え よう ねとい う意 識を持 ち続 ける

とい うこ とが一 つ大 事 なポイ ント であ ります し、 具体的 に災 害が

起き たと きなど の、 そ の対処 の仕 方な どを、 まさ に先ほ どの 上げ

てい ただ いた河 崎の 取 組のと きの よう に、体 験を してい ただ く、

訓練 をし ていた だく と いうこ とも 大変 重要な こと だとい うふ うに



思っ てお ります 。そ れ を目指 した 上で 、ハー ド面 、ソフ ト面 両方

での 対応 力強化 を目 指 した上 で、 災害 時、い ざ発 生した とき に、

逃げ遅れゼロ、これを目指しているというとこでございます。

ま た、 災害の リス ク という のは 、米 子の中 だけ でも、 地域 によ

って 違い ます。 川に 近 いエリ アだ とか 、山肌 があ るエリ アと か、

いろ いろ あるわ けで す けれど も、 そう した中 にお ける自 助、 共助

の役 割を 理解し てい た だくこ とも 大切 なこと だと いうふ うに 思っ

てお りま す。災 害の 規 模が大 きく なり ますと 、市 役所職 員も 行政

職員 も被 災者と なっ て いる可 能性 とい うのが あり まして 、発 災直

後は 行政 が機能 しな い という こと は、 想定内 でご ざいま す。 そう

した とき に、自 助、 あ るいは 共助 の精 神によ って 、難を 逃れ てい

ただ くと いうこ とは 大 変重要 でご ざい ます。 もち ろん時 間を 追う

ごと に、 行政機 能が 回 復しつ つあ ると きには 、だ んだん それ は行

政の 役割 、公助 は非 常 に重要 な役 割を 果たし てく るわけ です けど

も、 そう いうこ とも 住 民の皆 様に は御 理解を いた だきた いな とい

うふうに思っております。

河 崎地 区の事 例で す けれど も、 地域 住民の 皆様 が主体 とな った

防災 活動 であり まし て 、防災 を自 分事 として 捉え るきっ かけ とな

る取 組だ ったと いう ふ うに思 いま す。 引き続 きそ うした 防災 教育

です とか 、防災 訓練 な どを通 じて 、防 災意識 や、 あるい は地 域防

災力のさらなる向上を図ってまいりたいと考えております。

○岡田議長 塚田議員。

○塚 田議 員 あ りが と うござ いま す。 逃げ遅 れゼ ロを目 指す には、

日頃 から の啓発 、地 域 ぐるみ での 啓発 と実行 だと 私は思 いま す。

伊木 市長 と当局 の皆 様 ととも に、 災害 に強い まち 米子を 築い てい



きましょう。

以 上で 私の質 問を 終 わりま すが 、こ の３月 で御 卒業さ れる 皆様、

お疲 れさ までし た。 私 もやっ と３ 年目 です。 分か らない こと ばか

りで ここ まで来 まし た 。これ もひ とえ に皆様 が、 訳の分 から ない

こと を言 ってい る私 で も温か く見 守っ てくだ さっ たおか げで ござ

いま す。 またど っか で お会い する こと がある と思 います が、 その

とき はま た、一 段と 大 きくな った 、体 も大き くな った私 に声 をか

けてやってください。本当にありがとうございました。

○岡田議長 暫時休憩いたします。

午前１１時５０分 休憩


